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「XMLのさわり」

考えて見ればXMLほど不思議なもの

はありません。解説書を買うのもため

らうほど簡単なものにも見えれば、そ

の裏には恐ろしく複雑な世界が隠され

ています。アルゴリズムを重視するソ

フトウェア開発者には理解しがたいド

キュメントの世界なのです。一見簡単

で、その反面何種類もの「法体系」の

ようなものが存在し、まるで企画倒れ

のJavaのような世界です。

ところが、おおげさな規則に見合う

ほどの見返りがあるようにも思えませ

ん。それなのに、お互いに敵対関係に

あるはずの大手ソフトメーカーが、こ

とXMLに関しては揃って積極的な姿勢

を示しているという摩訶不思議な代物

です。幸か不幸か、ソフトウェア開発

者にとってXMLというのは避けて通れ

ない存在になってしまいました。

Javaの場合には、最初はXMLなんて

視野にありませんでしたが、気が付く

と非常に積極的にサポートしています。

これも、Java本来の非常に排他的な

Java原理主義とは相容れないものであ

るはずなのですが気にならない様子。

Javaとは対照的に後発の.NETの場合に

は、XMLは最初から堂々と取り入れら

れています。実際、データーベースや

Web関係で.NETを用いると、気が付か

ないうちに結構XMLを使うことになる

のはみなさんもご存知のことと思いま

す。Visual Studio .NETに話を限って

も、「ファイル名拡張子がXMLではな

いが、中身がXML」であるファイルが

何種類もあります。ですから、この連

載で、XMLのさわりの部分を話題にし

ても、みなさんの多くには“釈迦に説

法”かもしれません。でも、XMLをゼ

ロからプログラムするという機会も、

自分で作らなければ巡ってこないと思

うので、今回はあえて初歩的なXMLを

話題にします。

UMLのダイアグラムを描くために専

用のソフトが必要か否かは、大いに意

見の分かれるところです。売り手の論
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XMLの不思議

例題1：簡単なXML文書
の作成（VB01.vb）
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理に乗せられて「UML＝自動コード生

成」と思い込むと、相当値の張るUML

ツールを買う羽目になるようです。

Javaプログラム作成にも、HTML文書

作成にも似たような側面があります。

もちろん、グラフィックスが絡む部

分は「グラフィカルに扱うのが便利」

であることは言うまでもありませんが、

HTMLの兄貴分であるXML文書の場合

には、なぜか通常ほとんどグラフィッ

クスは関係してきません。ですから、

XML文書の作成は、高価なツールを使

う必要なんてまったくなさそうです。

とくに、最初の例題で扱う図1のように

簡単なXMLの場合には、NotePadでも

十分でしょう。

図1の「SID」とはStaff IDのつもり

ですが、このように簡単なXML文書を、

ここではC#やVisual Basic .NETで作っ

たプログラムを用いて作ろうというの

です。その理由は簡単、「XMLを読み

込むための準備体操」なのです。一般

的な話として、次のような事実に注目

してください。

XMLを作るのは楽でも読み込むのは面

倒。

これは、何もXMLに限った話ではあ

りませんが、とりわけモダンなオブジ

ェクト指向言語を使い始めることにな

ると、テキストファイルを読み込んで

処理する能力が極端に低下するのです。

ですから、XML文書を読み込んで、そ

こから必要な情報を抽出するのは相当

面倒な作業になることを覚悟するべき

なのです。C#やVisual Basic .NETも、

その例外ではありません。ただし、こ

こでは「面倒」であると言っているの

であり、決して「困難」であるわけで

はありません。ただ、原理的に簡単な

ことをするわりには、実際の作業が冗

長になるのです。ですから、次のよう

に言ってかまいません。

XMLの読み込みには既成のライブラリ

を活用すべし！

すなわちXML用ライブラリの選択が

非常に重要になってきます。実際、

Java、C/C++、Perl……と何種類もあ

るプログラム言語ですが、これらで利

用できるXML用ライブラリにも多くの

種類があり、その選択には頭を悩ませ

ることになりそうです。

しかし、.NETの場合には、XML用

ライブラリはフレームワークに含まれ

ているので迷うことはありません。幸

いなことに、.NETのXML用ライブラ

リ（正確にはクラス）の評判は上々で、

安心して使えそうな雰囲気。

このように、.NETでは、XML文書

の読み込みには.NETの一部になってい

るXML用クラスを活用することになる

のですが、これらはもちろん読み書き

の両方をサポートします。どうせ読み

込みで使うのですから、最初は書くの

に用いてみましょう。

XML文書の作成には何種類かの方法

がありますが、ここでは何も考えずに、

普通にプリントする要領でXML文書を

書き出すためのクラス「XmlTextWriter」

を用います。“牛刀で鶏をさばく”感じ

になりますが、これもXmlTextReader

クラスを用いてXML文書を読み込むた

めの準備体操と思ってください。

注意するのは、Visual Studio .NETで

C#やVisual Basic .NETを用いる場合、

出力ファイルの出力先ディレクトリは

EXEのディレクトリになるということ。

C++の場合は、そのプロジェクトのソ

ースファイルの入るディレクトリなの

ですけどね。

早速、例題1のソース（リスト1）を

ご覧ください。非常に単純なXMLファ

イルを、文字通り馬鹿丁寧に作ってい

ます。実際、テキストエディタで作るほ

うがはるかに早いと思いますが、ここで

は「XML文書の構成部品の名前を覚え

る」ためと思ってください。「ここでエ

レメントが始まって、その中でまたエレ

メントが始まって……」と、ソースを見

ながらXML用語を追ってください。

実行結果は、図2の通り。コンソール

には何も出力されない代わりに、ソー

図1：例題1で作成する簡単なXML（VB01out
put.xml）

図2：例題1の実行結果




